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事業者記入用                                   

トラック輸送状況の実態調査票（案） 

厚 生 労 働 省 

国 土 交 通 省 

 

【ご記入に当たって】 

○本調査は統計的に処理します。この調査結果の具体的なデータを運輸支局や労働基準監督署による

監査等に使用することはありませんので、平成２７年７月分の実態を正確にご記入下さい。 

 

問１．貴社の概要をご記入下さい。 

貴社名  

住  所  

電話番号  

ご記入者名  お役職名  

 

問２．貴社の保有車両台数をご記入下さい。 

最大積載量 保有車両台数 

２トン以下                           台 

２トン超４トン以下                           台 

４トン超８トン以下                           台 

８トン超１０トン以下                           台 

１０トン超                           台 

トラクター                           台 

合 計                           台 

 

問３．貴社のドライバー数をご記入下さい。 

 

年齢 

男性 女性 

普通 中型※ 大型 けん引 普通 中型※ 大型 けん引 

２０歳未満 人 人 人 人 人 人 人 人 

２０歳～２９歳 人 人 人 人 人 人 人 人 

３０歳～３９歳 人 人 人 人 人 人 人 人 

４０歳～４９歳 人 人 人 人 人 人 人 人 

５０歳～５９歳 人 人 人 人 人 人 人 人 

６０歳以上 人 人 人 人 人 人 人 人 

合 計 人 人 人 人 人 人 人 人 

  ※中型には、８ｔ限定中型免許を含む。 

  ※複数の免許を保有している場合（例、大型と中型）は、最上位の免許区分として下さい。 

資料５ 
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問４．貴社のドライバーの労働時間についてご記入下さい。具体的には、平成２７年７月分の実績から、

各労働時間の項目が「最も長い運転者」及び「平均的な運転者」について該当する数値をそれぞ

れ記入して下さい。なお、「その運転者の勤務体系を、下表の選択肢から選び、番号を記入して下

さい。※休息期間のみ、「最も短い運転者」の実態を記入して下さい。 
 

労働時間の項目 
最も長い運転者 平均的な運転者 

具体的な時間 勤務体系 具体的な時間 勤務体系 

１か月の拘束時間 時間  時間  

１日の拘束時間 時間  時間  

休息期間 ※       時間  時間  

１日の運転時間 時間  時間  

１週間の運転時間 時間  時間  

連続運転時間 時間  時間  

１日の手待ち時間 時間  時間  

１か月の総労働時間 時間  時間  

１か月の時間外労働時間 時間  時間  

 

勤務体系の選択肢 

１．長距離貨物輸送を担当 

２．日帰り貨物輸送を担当 

３．長距離及び日帰りの両方を担当 

 

問５．貴社のドライバーの過不足の状況について、該当する番号１つに○印をつけて下さい。 

１．不足している（具体的に不足している人数は何人ですか。      人） 

２．不足していない 

３．わからない、どちらともいえない 

 

問６．ドライバーが不足している場合、どのような対応をとっていますか。該当する番号全てに○印を

つけて下さい。（複数回答可） 

１．ドライバーの早出残業で対応している 

２．ドライバーの休日出勤で対応している 

３．予備のドライバーで対応している 

４．事務職・管理職で対応している 

５．下請・傭車で対応している 

６．対応できず輸送を断っている 

７．その他（具体的に                                ） 
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問６．荷主との取引関係について、それぞれご回答下さい。 

 

 

 

内     訳 

元請けとして 

直接取引している

真の荷主数 

下請けとして 

入っている 

元請け荷主数 

社 社 

時間指定の有無 

時間指定あり ％ ％ 

午前・午後の指定あり ％ ％ 

時間指定なし ％ ％ 

計 １００％ １００％ 

荷役作業の割合 

手荷役 ％ ％ 

ﾊﾟﾚｯﾄ崩し手荷役 ％ ％ 

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役（ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが作業） ％ ％ 

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役（荷主側が作業） ％ ％ 

ﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ荷役 ％ ％ 

その他 ％ ％ 

計 １００％ １００％ 

上記荷役作業以外

の付帯作業(※)の

割合 

上記荷役作業以外の付帯作業あり ％ ％ 

上記荷役作業以外の付帯作業なし ％ ％ 

計 １００％ １００％ 

荷役作業、付帯作業

に対する 

書面化の有無 

書面化している ％ ％ 

口頭で依頼 ％ ％ 

事前連絡なし ％ ％ 

計 １００％ １００％ 

荷役料金の 

収受の有無 

収受している ％ ％ 

収受していない ％ ％ 

計 １００％ １００％ 

車両留置料の 

収受の有無 

収受している ％ ％ 

収受していない ％ ％ 

計 １００％ １００％ 

高速道路料金の 

収受の有無 

収受している ％ ％ 

収受していない ％ ％ 

計 １００％ １００％ 

路上駐車の 

発生の有無 

発生している ％ ％ 

発生していない ％ ％ 

計 １００％ １００％ 

（※）荷役作業以外の付帯作業とは、「棚入れ」「保管場所までの横持ち運搬」「資材、廃材等の回

収」「商品仕分け」「検品」「納品場所の整理」「ラベル貼り」などとします。 
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問７．荷主企業に対して時間短縮（作業効率化）への協力を依頼したことがありますか。協力を依頼し

たことがある場合、その内容をご記入ください。また協力の有無はどの程度でしたか。該当する

番号全てに○印をつけて下さい。 

１．真荷主に協力を依頼した 

協力依頼の具体的内容：例；配送先の手待ち時間短縮、到着時間の変更など 

 

 

 

上記について、約    ％の協力を得られた 

２．元請け運送事業者に協力を依頼した 

協力依頼の具体的内容：例；配送先の手待ち時間短縮、到着時間の変更など 

 

 

 

上記について、約    ％の協力を得られた 

３．協力依頼をしたいができない 

協力依頼できない理由は何ですか。 

 

 

 

 

４．協力依頼をしたことはない 

 

 

問８．労働時間短縮に向けて必要な対応についてお聞きします。それぞれ該当する番号全てに○印をつ

けて下さい。（複数回答可） 

（１）荷主側で必要と思われること 

１．荷役の機械化等による荷役時間の削減 

２．商慣行の改善（具体的に                             ） 

３．発注時刻の厳守・前倒し 

４．出荷時刻の厳守・後倒し 

５．荷役作業の削減・解放 

６．配達先への配達指定時刻の延長・柔軟化 

７．配達先での手待ち時間の削減への口添え 

８．物流施設の拡充・整備 

９．その他（具体的に                                ） 
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（２）トラック運送業界全体として必要と思われること 

１．発荷主へのＰＲ 

２．着荷主へのＰＲ 

３．契約の書面化の徹底 

４．適正運賃の収受 

５．荷役作業の削減・解放に向けた規格の統一 

６．その他（具体的に                                ） 

 

（３）行政等への協力要請が必要なこと 

１．関係行政間での連携強化 

２．荷主団体へのＰＲ 

３．契約の書面化の徹底 

４．荷役作業の削減・解放に向けたパレット等規格の統一 

５．協力のない荷主に対する指導・警告 

６．その他（具体的に                                ） 

 

問８．長労働時間の実態や問題点、労働時間短縮に向けたお考えやご意見があれば、ご自由にご回答下

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 


